
  

今日９月６日は、「まがたまの日」です。 

数字
すうじ

の「6」と「9」が「まがたま」の形
かたち

と似
に

ていることから、この２つの数字を組
く

み合
あ

わせた9月6日を「まがたまの日」としているそうです。（実
じつ

は6月9日もまがた

まの日です） 

 

「まがたま」は、古
ふる

くから健康
けんこう

のお守
まも

り、魔除
ま よ

け、幸運
こううん

を

招
まね

くものとされており、丸
まる

く膨
ふく

らんだ玉
たま

の部分
ぶぶん

に穴
あな

を開
あ

けて紐
ひも

を通
とお

して首飾
くびかざ

りとしていたようで、縄文
じょうもん

時代
じだい

の

遺跡
いせき

や古墳
こふん

から出土
しゅつど

しています。ヒスイ・メノウ・コハク・

ベッコウなどを材料
ざいりょう

に作
つく

られてきました。 

 

日本
にほん

最古
さいこ

の歴史書
れきししょ

『古事記
こ じ き

』には「曲玉」、『日本
にほん

書紀
しょき

』には「勾玉」と記
しる

されていま

す。「まがたま」の語源
ごげん

は「曲
まが

っている玉」に由来
ゆらい

するという説
せつ

が有力
ゆうりょく

ですが、その形

は、動物
どうぶつ

の牙
きば

、三日月
み か づ き

、胎児
たいじ

の形を模
も

したという説などがあります。 

 

 私の母
はは

の実家
じっか

は、岐阜市
ぎ ふ し

の琴
こと

塚
づか

にあり、先祖
せんぞ

は江戸
え ど

時代
じだい

の初期
しょき

からこの地
ち

で暮
く

らして

きました。畑
はたけ

仕事
しごと

をしていると、土
つち

の中
なか

から矢
や

じり、土器
ど き

、金環
きんかん

等
など

が出
で

てくることがあ

り、それらが母
はは

の実家
じっか

に保管
ほかん

されています。「まがたま」もいくつか出てきています。白
しろ

っぽいガラス質
しつ

の物もありとても美
うつく

しいです。たぶんヒスイで作られたものだと思
おも

うの

ですが、たいした道具
どうぐ

もない時代
じだい

に、どのようにして表面
ひょうめん

をつるつるに磨
みが

いたのかなぁと子ども心に不思議
ふ し ぎ

に思っ

たものです。 

家の東側
ひがしがわ

には「琴
こと

塚
づか

古墳
こふん

」があり、その昔
むかし

、このあた

りを治
おさ

めていた豪族
ごうぞく

がいて、その関係者
かんけいしゃ

のお墓
はか

とされて

います。古墳を作るには、大勢
おおぜい

の人の力
ちから

が必要
ひつよう

ですから、

その人たちが身
み

に着
つ

けていたものかもしれません。 

 

比較的
ひかくてき

硬度
こうど

の低
ひく

い石
いし

を材料に、やすりやサンドペーパーなど使
つか

って「まがたま」を簡単
かんたん

に作ることができます。時間
じかん

がある時に自分
じぶん

で作ってみてはどうでしょうか。ちなみに、

右上
みぎうえ

の写真
しゃしん

は、昔に私が作った「まがたま」です。 

 

 最
もっと

も有名
ゆうめい

な「まがたま」は「八尺瓊
やさかにの

勾玉
まがたま

」です。「八咫
やたの

鏡
かがみ

」、「天
あめ

叢
むらく

雲
くもの

剣
つるぎ

」ととも

に、皇室
こうしつ

に伝
つた

わる「三種
さんしゅ

の神器
じんぎ

」の一つで、皇居
こうきょ

にある御所
ごしょ

「剣璽
けんじ

の間
ま

」に保管
ほかん

されて

います。 

 

西っ子
に し っ こ

のみなさんへ 105  ９月６日 


